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本会創立頃の資料から

秋田 一 雄*

初代会 長の時代 か ら数えて 20数 年, 日本燃焼研究会 の

事務のお手伝いをして きた そ の問,種 々の資料 を上に馬

鹿 とい う字 のつ くほど生真面 目に集めておいたが,そ れ も

一昨年,事 務局が京都 に移 り,昨 年 4月 に仕事が変った時

点で最 も古いファイル 2冊 を除いて廃素処分 にして しまっ

た こ の 2冊 もいずれ紛失する可能性が強いので,以 下 こ

れ らにもとづいて 日本燃焼研究 会の創立期の様子を書 留め

て置 こうか と思 う

そもそも本会が発足 したのは,昭 和 28年 11月 11日 と

なっているが  こ の日付に関 しては私の資料に はメモが爽

まれているだけで印刷物はない 私 の知 る限 りで最 も古い

正式の印刷物 は,昭 和 31年 1月 31日 (クゆ 午後 1時 か ら赤

門学士会館で開かれた昭和 31年 度定時総会議事録である

この中 には昭和 30年 度の事業報告 が含 まれ るが,そ れに

よると同年 5月 25日 (輩〕 午後 2時 か らいす ず自動車 (株)

鶴見製造所 にお いて昭和 30年 度 日本燃焼研 究会臨時総 会

および見学研究会が開かれ,25名 の出席者を得て 「会名を

日本燃焼研 究会 と決定,本 会規定 を定めたJと ある し か

し,規 定がな くては臨時総会 は開けないか ら, これは後で

名付けた もので,多 分本会の前身 とも言 うべ き日本燃焼懇

話委員会な る組織か ら正式に日本燃焼研究会へ移行 したの

が昭和 30年 5月 25日 とい うことであろう 正 規の資料は

ないが, この委員会は昭和 30年 3月 迄 に 4回 開催 されて

いるので,前 記の昭和 28年 11月 11日 はその第 1回 委員

会の開かれ た日付ではないか と思 う 従 つて ,本 会の創立

日は 30年 5月 25日 とす るのが妥当のような気がするが,

この間の事情 は,懇 話委員会の幹事会が 30年 3月 3日 に

開かれ,そ こで新 ら しい会の名称案 として 日本燃焼研究会

が決 まり,つ いで同年 4月 23日 の幹事会で会名の再確認,

規定案の検討 と共に,5月 25日 の会合の開催が決められて

いることか らも推測 される

さらに, この ことは会言卜報告にも反映 していて,昭 和 28

年度 と昭和 29年 度の日本燃焼懇話委員会の収支は昭和 30

年度の 日本燃焼研究会の決算に合めて報告されている こ

の階置は明 らかに同委員会が本 会の設立準備委員会の役割

を果た した ことを裏付ける 参 考迄にその支出を記す と昭

和 28年 は会合費 と通 信費を合せて 2,114円,29年 度は諸

雑費が加わって 11,494円である こ れが 30年 度になると,

計 135,024円と著 る しく増加 して くるが こ れは,本 会発

足後事業の一つ として燃焼 に関 す る内外の論文抄録を行な

い,こ れを印刷 ,配 布 したことに よる 昭 和 30年 度の支

出に印刷費 60,860円とあるのが これで,旅 費を含めた総会

の費用 40,000円と合せ ると 10万 円を越 し, この 2つ が会

の運営の柱であった ことが分 る 論 文抄録は昭和 30年 10

月よ り印刷 され,昭 和31年 1月 中旬に 1回 目が発送 され

た こ の事業 は後年中止されたが,当 時はこの ために抄録

委員会が設 けられ 31年 8月 7日 に抄録の形式,雑 誌の分

担その他の必要事項が決められ ている こ の他の事業 とし

ては国際協 力のほか,請 演会,見 学会があ り, これは現在

も同じであ るが会誌 「燃焼研究 Jは その頃は な く,最 初の

発行 はH召和 34年 12月 とかな り後 になる

ところで ,本 会が発足 した頃の会員数は会 員制度が現在

と違 って関連学 会選出会員 とい うものがあ り, 昭和 30年

の名簿 によると,そ の会 員数は 25名 であ る こ の制 度は

先の日本燃 焼懇話委員会が 日本 学術会議の研究連絡委 員会

と不可分の関係 にあった こ とによるもので,そ の中 13名

が研連の委 員を兼ねている こ れに対 して一般会員は個人

会員 と呼ばれ, 同じ年 度には僅 かに 12名 に過 ぎず,会 費

は 600円 で ある 一 方,維 持会員 は 18社 ,会 費 は 1日

10,000円,会 計報告 とつ き合せ ると2日 以上の会員はいな

い 会 の運営は主 として学会選出委員が あた り, 昭和 30

年度 の役員は会長が矢木先生 ,幹 事 が熊谷 ,疋 田,芥 川ぅ

清水,坂 本の各先 生,監 査は伊藤 ,小 幡の維持 会員の両氏

である 昭 和 31年 度になると学会選出委員は変 らないがぅ

個人会員は 33名 と増 し,維 持会員 も 1社 増の 19社 ぅ ま た

幹事に金原】飯日の両先生が加わって役員は 8名 に増員 さ

れて いる た だ,学 会選出会員 の制度は 30,31年 度 の 2

年間で消えた らしく33年 度の定時総会 (昭和 33年 2月 1

日 (■l)で配布 された名簿 には現在 と同じ維持 会員 と正 会

員の2種 類 しかない

赤褐 色に変色 したガ リ刷 りの古い資 料 を眺 めてい ると,

手弁当で何 か ら何 まで御 自身でや らざるを得なかった その

当時〕設立に力を尽 された多 くの方々の御吉労が伝わって

くるが,前 記のように昭和 30年 5月 25日 が本会設立 日と

すると今年 は丁度 30周 年に当る 30年 は長いようで早 い

ものである
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